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第１回 
全国メディカルコントロール協議会連絡会 

•日時：平成１９年５月１８日（金）１７：３０～１９：００ 

•場所：神戸国際会議場メインホール 

•主催：総務省消防庁 

•共催：厚生労働省、（社）日本医師会、第10回日本
臨床救急医学会総会・学術集会 

•後援：救急振興財団、全国消防長会、日本救急医
学会、日本救急医療財団、日本臨床救急医学会 
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平成26年度 
全国メディカルコントロール協議会連絡会 

•日 時：平成26年５月30日（金）  
• 15時45分から17時45分（２時間） 

•場 所：宇都宮東武ホテルグランデ 

 

• 第17回日本臨床救急医学会総会・学術集会 
• 5月31日、6月1日 
• 会長 鈴川 正之先生 （自治医科大学） 



平成27年度 委員会活動 

• メディカルコントロール体制の質向上に向けた検討 

• メディカルコントロールテキストの編集 

•日本救急医学会と共同でのMCに関わる医師、指
導救命士の育成 

•全国MC協議会連絡会企画立案への提言 

 



平成28年度 委員会活動 

1. 病院前医療体制における質の評価指標について 

 「救急統合データベース」を見据えた「地域においてのメディカルディレクション」評価指標の検討 

２．オンラインＭＣにかかる医師の質について 

 MC活動にかかわる医師全体の質向上を目指し、標準テキストの作成、研修会のコンテンツ開発と研修
カリキュラムの検討などを、日本救急医学会とも連携して進めることにした。 

３．消防法法定協議会の実態調査について 

 MC活動の基盤となる都道府県MC協議会、医療計画で規定される救急医療協議会（または救急医療対
策審議会）および消防法35条で設置が求められる法定協議会の一体化や連携において、都道府県間に
格差がある。このため、調査を行うなどして平準化を進めるべきではないか。 

４．地域包括ケアシステムと救急医療について（看取りやPOLSTなどの終
末期のあり方を含む） 

 「傷病者の意思に沿った救急現場での心肺蘇生のあり方に関する検討委員会」の報告を待ち、学会とし
ての提言をまとめた後、具体的にMC体制にどのように反映させるかを検討することとした。 

 



平成28年度 全国ＭＣへの要望 

① 救急蘇生法の指針（G2015）の情報提供 

② 病院前医療におけるクリニカルインディケータについて 

③ 地域包括ケアと病院前救護の連携例;看取りや
POLST(DNARを含む)と関連して 

④ 合併症を有する妊婦の救急医療体制はどこまで進んだか 

⑤ 災害時医療に備えたMC体制 

⑥ 心肺停止前の処置拡大による効果と課題 

⑦ 指導救命士制度化の工夫 

⑧ 病院前救護のICT活用はどこまで進んだか(大阪スマート
フォンの例) 

⑨ 病院前救護における感染対策 

 



平成29年度 委員会活動 

•改正個人情報保護法に絡む「疾病登録事業の課
題」について 

• MCテキストについて 

•日本集団災害学会様との合同シンポジウムについ
て 

•病院前医療における質の評価指標について 

•全国メディカルコントロール協議会連絡会への要望 

•救命士養成時（資格取得前）の病院実習について 

•救急救命処置について 



改正個人情報保護法に絡む「疾
病登録事業の課題」 
• ウツタイン予後調査としてのデータ提出が一部の病院
より拒否という事態が発生 

• 学術団体としてデータ収集の必要性を出すように理事
会より諮問 

• 消防庁でも法的解釈を整理するとのことで委員会活動
に参画 

• 消防法第35条の５「実施基準の策定」が「法令の定め
る事務」に該当する（大阪府＿委員会提出） 

• 消防組織法第40条に基づく消防業務が個人情報提
供の法令上の例外規定に該当する（消防庁） 

 



【参考】個人情報保護法の改正
について 

平成29年救急業務のあり方検討会報告書164
頁【参考；個人情報保護法の改正について】 



ＭＣに関するテキスト 

2005年（平成17年） 1月 
日本救急医学会ＭＣ体制検討委員会 

2010年（平成22年） 8月 
日本救急医学会ＭＣ体制検討委員会 



ＭＣに関するテキスト 

目次 

Ⅰ章：ＭＣ総論 

Ⅱ章：ＭＣの管理統括業務 

Ⅲ章：ＭＣの実務 

Ⅳ章：消防機関におけるＭＣ 

Ⅴ章：さまざまな取り組み 

Ａｐｐｅｎｄｉｘ 



日本集団災害医学会における日本臨
床救急医学会との合同シンポジウム 

災害時のメディカルコントロール体制の課題と展望 

1. 熊本地震 被災地消防の指令センターの状況と救急
活動：池田光隆、熊本市消防局東消防署 

2. 熊本地震における特定行為に関するMC の役割：髙
山隼人、長崎県メディカルコントロール協議会 

3. 広島土砂災害時のメディカルコントロール体制を振り
返る：山野上敬夫、県立広島病院救命救急センター 

4. メディカルコントロールとコマンド＆コントロール：城月
徹、神戸市消防局 



シンポジウムのまとめ 

• 熊本地震災害時の医師の指示なしでの重度傷病者に対する輸液の特定行為
に関して，MCとして適切な検証をし、対応を協議した。通信手段の複数化など
の課題はあるが，医学的に質を保証することができた（高山）。  

• 地震後熊本市消防局では，災害時コールトリアージマニュアルをMC指導のもと
作成した。また今後は，被災地消防と緊急援助隊，DMAT等の関係機関のさら
なる連携強化が必要と考える（池田）。 

• MC体制の一環としての救助現場の特殊性を加味した救急救命士教育・研修は
いまだ十分ではなく，今後の課題である（山野上）。 

• 緊急性の高い災害現場で安全に医療支援活動を実施するためには，警察，自
衛隊などの緊急事態対応機関の連携（コマンド＆コントロール）を強固にすること
はもちろん，とくに救急救命士が実施する医師の具体的な指示が必要な特定
行為の指示体制を含む医療従事者間の連携（メディカルコントロール）を強固に
しなければならない（城月）。 



平成30年度 委員会活動 

1. 病院前診療の質の評価指標の検討 

2. 救急救命処置の調査研究；【自動式人工呼吸器を使
用した補助換気】、【12誘導心電図の記録と伝送】な
どの処置に関する効果と課題について、調査研究を
行う 

3. ＭＣ活動の地域格差を検討し、改善策を学術的な立
場から探る。 

4. 救急救命士養成課程中の病院実習のあり方につい
て、小委員会を設置。 

5. その他 



救急救命士病院実習ガイドライン
作成検討小委員会 

•設置趣旨 

救急救命士の病院実習ガイドラインは策定から20年が
経過しており、その間医療倫理の変遷や看護師、医学
生の病院実習との兼ね合いで、救急救命士の病院実
習のあり方について再検討が必要である。 

•検討内容 

救急救命士の病院実習ガイドラインの見直し 

（医療倫理面、看護師・医師などの医療職との整合性など） 


